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殺人事件の発生件数が、2018 年から 2.5%増加して、2019 年には過去最悪の 3 万 4582 件を
記録したのである。 
しかし、経済のゼロ成長や治安の悪化といった問題にもかかわらず、一般の有権者のロペ
ス＝オブラドールに対する支持率は、依然として高水準にある。2018 年 12 月に世論調査の
平均で 79%の支持率から出発した政権が、2020 年 3 月時点でも平均して 66%の支持率を維
持していることからもそれは明らかであろう。前政権（2012 年から 2018 年）の支持率が就















2 月 21 日段階で未だに収束しておらず、与党内に根深い派閥対立が存在することを広く一







問に対して、2019 年 3 月には 51.9%あった国民再生運動への支持は、2019 年 6 月には 40%、
2019 年 11 月には 36.3%まで下落しているのである。先に見たように、ロペス＝オブラドー
ルに対する支持率が現在でも 70%に達していることに鑑みれば、新興の左派政党・国民再生
運動の支持率の大幅な低下は、無視できない現象であろう。もちろん、他の野党の支持率は





































事の発端は、2019 年 11 月に当時の党幹事長および党執行部の任期が切れることであっ
た。この党幹事長任期切れまでに、次期党幹事長職を狙うと次の 4 人が表明していた（Milenio 
2019/10/15）。 
まず一人目の政治家が、2019 年 11 月に任期が切れるジェイドコル・ポレンスキー














認できた限りで、2019 年 4 月には雑誌『プロセソ』の記事中においてすでに、党内に支持
があるならば、幹事長に就任する意欲があることを明らかにしている（Delgado 2019a: 18）。 
三人目が、マリオ・デルガド（Mario Delgado）である。彼は、国民再生運動の下院院内
総務（Coordinador Parlamentario）にして、下院政治調整委員会委員長（Presidente de la 
Junta de Coordinación Política en la Cámara de Diputados）である。デルガドは、下院議員
100 人近く、5 人の上院議員、50 の市長、48 人の州議会議員に支持され、党幹事長を目指す



































選挙に関連して強力な権限をもつ党の委員会、「全国選挙委員会（Comisión Nacional de 
Elecciones）」を指名する権限が与えられている（morena 2014: 80, artiículo 45）。 
そしてこの全国選挙委員会は、選挙にあたって「外部候補」と呼ばれる形で実質的に候補
者を選ぶことができる（morena 2014: 76, artículo 43b-d）。具体的には、連邦下院選挙でい



























de Protagnonistas del Cambio Verdadero）」で選ばれた代表が出席して 300 の小選挙区ごと
に開催される「選挙区大会（Congresos Distritales）」で選出される（morena 2014: 54-56, 
artículo 24-25c）。この全国党大会の代議員は、その後に開催される全国党大会において、ま
ず 300 人の全国評議会員（Consejo Nacional)のうち 200 人を、互選で選ぶ。投票は普通・






















おいて選挙関連の紛争を扱う「連邦司法権力選挙法廷（El Tribunal Electoral del Poder 
Judicial de la Federación: TEPJF）」は、党大会の代議員選挙を無効とした。その理由は、党




として、共和国検察庁（Fiscalía General de la República）に告訴すると述べるなど、国民再
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ルハンは党員 310 万、全国選挙機関の 2017 年の数字は党員 31 万 9449 人としている。政党
指導者の語る現段階の党員数と、全国選挙機関が発表した 2017 年 11 月までの数値が大き
く乖離しているのである（Cambio 2019/8/20）。2017 年の公式数字からこれほど党員が増
加しているとすれば、党員名簿を更新できなくなっているとしてもおかしくはないだろう。
プエブラ州の党員についても、非公式数値では、2 万 4000 から 2 万 9000 人、全国選挙機関
の数値は 9768 人と登録されている。ポレンスキー幹事長代行はインタビューで、党内選挙




その後、2019 年 11 月 23 日にいったんは再度、党大会の告示を行う旨、ポレンスキーと
ルハンら党有力者を含む人々の間で協定が結ばれたが、ポレンスキー幹事長代行が結局、反
対して党大会を告示できなかった（El Sol de México 2019/11/24）。ポレンスキー幹事長代
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て、ルハンは別のルートから全国党大会の招集を試みる。2019 年 11 月 30 日、全国党評









ど、幹事長ポストに事実上、ほとんど無際限に留まる意向を示す。2020 年 9 月には連邦選
挙プロセスが始まる以上、早めに幹事長を決める党内選挙を行わなければ、幹事長の交代は
不可能となることを見越してのことであろう。ポレンスキー幹事長代行の言い分は、連邦選











1 月 26 日に党全国大会を開催して現行の全国協議会・全国執行委員会がその任に就くか否
かを決定、新たな執行部を選ぶ選挙は 4 月に実施する、党員名簿は 2017 年段階のものを使
用するとするなどの立場を明らかにした（24-horas 2020/1/10）。その後ルハンは臨時全国党




命する権限がないとして連邦司法権力選挙法廷に提訴された（El Universal 2020/1/16）。 
 こうして、1 月 26 日に臨時全国党大会が開催された（El Universal 2020/1/22）。なお、党
大会の開催にあたっても、やはりひと悶着あった。というのも、連邦司法権力選挙法廷は、
昨年 11 月 30 日に開催され、2020 年 1 月 26 日に党全国大会の開催を決議した全国党評議
会（議長・ルハン）は定足数に達していないとして、無効を命じたからである。そのため、
ルハンはさらに別ルートを取り、州執行委員会の 3 分の 2 の要求の下で、全国党大会の開催
を要求した。党則によれば、州執行委員会の 3 分の 2 の要求によっても、党大会の招集が可
能であったからである。そのため、昨年の全国評議会の決議が無効であっても、ルハンは有
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